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まえがき

殺鼠剤 Warfarin は従来の役鼠剤(炭酸バリウム，黄燐製剤，部!iilt酸石)んそ/ブノL オール酪酸ナトリ

ウム，アンツー，等〉のように速効刊のものでなく，鼠が連日市餌を版取ナることによって，休内部iこw

血を起し，おもに)hiî出血による窒息，あるいは他の臓保内の出血により死にいたるといわれている 1)~ 北山

道カラママ造休地の害獣であるエ司、/ヤチネズきも著者の室内実験によると毒餌の連続摂取により 3~7 日

でだいたい同様なh;(国で死亡しているの

殺鼠剤 Warfarin が駅|溌の野外作業として用いられた例は， Schein3) , Favorite4) , Gross et aP) , 

Crabtree';) 等により， 郎市の貧民筏地区， 疫病発生地，畑地等でなされた報告ーがあるが，林業上にこれ

がJtJ" 、られた例はみない。

二|七 ifij，遣のjむ林地て、は，従来， J!在燐製剤，炭酸バリウム， jffi硫酸石)ん 1080 等の速効性の殺鼠剤によっ

て \m~除されて L 、た。しかし，これらの殺鼠剤は速効性であるので，一時的に駅除効果をあげているが，鼠

の毒剤|に刈する {!jJi忌問，毒剤lの持続期間等その施与方法は鼠の生態土恥からみて，まだ多くのI反・)浅された

問題がある， Warfarin は主fHflJ の i'l: nJ-.，短期1mに鼠の駆除に効果をあげえないが，野鼠の生態を考脱し

て迎'IJ:なる方法で長期にわたって駆除を行えば，相当効果をあげうることが期待される ο 林業上に実1+1官IIT

伯を有するものか，どうか，これらの向型を検討.tる資料として，北i{Ij道の造休地において，おおむね，

エゾヤチネズミの比較的経i皮の高い沢地引において駆除i弐I設を行ったn その結果について述べ，あわせて

駅除の考察をこころみるものである。
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試験方法

野鼠の棲息状況 Warfarin 毒鍔iこ対する l者好性を判断するために，毒鍔器を試を貴地に，ある間i痛でも

って設置し，その各毒餌器における摂食量をしらベた。この目的にそうために，毒鍔は鼠の巣に持ち運ぶ

のを防ぎ，喫食量を正確に知るために， トウモロコシ粉を基剤として Warfarin と混合したものが用いら

れたっまた，毒餌効果を具体拍に判断するために，生捕式金網捕鼠訟で毒鍔供与fÌÍJ と供与後 7 B めのtTド笠

[国体数を比較し7こ。

1) 試験地

(1) 北海道支場保護部野頃研究室員i
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試験地はーの1TE営林E符奥名f王子縦営区の 113 ~.木班のシラカパークマイ吋人サ群

落7) の楠生を有する平坦な沢地外}で rll央に国道をはさみ，隔は 30~70m くら

し、ある U

試後士山全 A. B の 2 地区設け.A地区は国道と鉄道の 1 :11にとり. B地区は国

道と右jUiJの傾斜ïúÎのIi rlにそれぞれf-11I長くとったり A地区には中央にノj、さい流れ

が蛇l'rしている n 柄の狭いところで 20m. 最も広いところで 50 m くらいあ

る B地区は南側は，交流の沢が，この沢に流れこむところてー聞けた地域とな

っているが. .IUl1lJは傾斜聞がせまりがJ 20m たらずである。

2) 毒餌供与作業

試l験地に，密十11 筒くらいの大きさのT仰こ，鼠のw入口の穴(ポJ. 径 2.3cm) を

あけ，議餌の下からのl汲湿を防ぐため，ビエ{んを数き，その上に毒餌を同Lft

し Tこ G

¥ 毒餌は Warfarin 製剤である Dethmor を， トウモロコシ粉と. 1: 19 の宵j

Fig. 1 A sketch-map 
。f Warfarin-treated 
area. 

合に混合したものを，各市E昨日止に{ìJ 日新たに 30g ずつ向日2した この議餌最

は，毒餌目見設世箇jfl'fこよっては不足なところもあったが，たし、がし、の毒餌27 で

l 工 16分一日の以食長に1111に合うものであったο30g を一日で食べつくしている

毒餌船といえども 30g 以上の毒餌量は与えな虫、った~

íIÞ8ヰ協はA地区では，狭い地仰には 2 列に . J.よい所では 5 列に附託し .B地区では，狭L 、ところは 1 列，

広いところは 3 列に自己位した (Fig. 1) 、千EE耳甘iii'llÆの IIi1陥は大休 15~20m くらいで設問されたに

3) 穫息個体数比較推定

=r'J:MI札ベ-~tìlil~J↑!と 75餌供与後 7 日めに野鼠の間休数をサンプリング|下」に比般し毒餌効果を判定した その方

法は 15~20m 平方内を一区劃として 5 個の金網打Il鼠加を設問し，その.tm燈率によって個体数の移行を判

定したリ区到ごとの 11日|副は大休 20m くらいで.A地区には 10 区劃. B :l也区には 9 区劃をとったι

首f餌供与の行われた期間は 10 月 22 日より 11 月 7 日まで 13 日r:円である)

試験結果および考察

各礼l験地区における議餌J~ij:の 11Ju1f.の l喫食畳の総計をもとめると Fig.2 のようである

A地区. B地区ともに初日めは少なく. A地区では 3 日めに. B地区では 2 日めに最大の喫食景を宗

し，以後断次低ドし. B地区では 6 日め.A地区では 7 日めに l喫食量は一度ドがっている。それよりふた

たび上昇の傾向が見られるコしかし .A地区では第 2 凹めの喫食量の山は，はじめの喫食量の山の価ょっも

はるかに小さい山を示している Q それ以後，さほど大きい菱化のある増減を示していない

毒餌訟が設置されて後， 初日めに喫食量の少ないのは，鼠の毒餌器に遭遇する機会が少ないのと，

Chitty8) による異物反応 (New object reaction) により毒餌加に遭遇しでも新奇な毒餌長，食物のある場

所のl、日違，新らしい食中生等に対する警戒心のために阪食ナるにL 、たらなかったためと恩われる。

毒餌の効呆を判定するために毒餌供与前と，供与後 7 日めの野鼠の拡監個体数を比較すると. Table 1 

のようである。

毒餌供与前には. A. B両地区ともに，エゾヤチネズミ(Clethrionomys 仰focanus bedfordiae) のJ甫
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íi旬、、 b じるしいが，ヒメネズ号 (A戸odernus

geisha) は捕監されていない。議餌供与後 7

日めには A ， ß地区とも明らカJこ個体数のi戒

少を示している そして，両地区から， 7 日
,n 600 

めに摘鼠慌において捕監した鼠，あるいは試量
主土

験期間中に議卸;ょの近辺に，相当弱っていた 5m 
巴

8 
鼠合併剖してみると Warfarin による内部什I :5 4叫

2 

血を起していた~ 300 
E 

j意餌のl史食量の-tこん下がっているのは上tD

j主の州法個体数の比較， jljif.令官 IJ等によって lリj ら

かのように，毒餌の効果と思われるが，それ

から以後は，木下，上打 l等りのいうように外

1'，11から似入してきた野鼠によりふたたびiij餌

のl史食量が増加したと思われる}第 2 [1]めの

(肉体数測定のときに Table 1 の A 地区に

一一~ A al'ea 

-------一一 B area 

4 5 6 7 � 

Number 01 day 

旧 11 12 旧

Fig. 2 'ï、he curves of th巴 total consumption 

of the poiso口OllS bait. 

ヒメネズミ (Aþodemus geisha) の布!)íl'.(iされていることは注意ナべきことで， これは桑tl1l川 太町 111) に

よると元来ェヅアカネズじヒメネズミなどの Apodemus 属は北海道においては，森林地あるいは高地

に陵息し，沢地引のように fJI地，ぽのクマイ Ifサの1\古生のところは，-"-ヅヤチネズきが1憂 2i種になっている

ところから，第 2 川めの個体数推定の試験のときにヒメネズミのtTIJ位されたことは，この沢地{ifの優位[積

A area 

Table 1. lndividual numbers captured in 5 live traps. 

6 7 B 9 10 the time of population test 

2 3 3 2 2 pre-pOJsonmg 

after 7 th day of poisoning 

pre-pOJsonmg 

立fter 7th day of poisoning 

pre-polsomg 

after 7 th day of poisoning 

pr巴ーpOJsomng

after 7 th day of poisoロing

C_ r. b.=Clethrionomys rufocanus bedfordiae 

A_ g. =Apod巴mus geisha 

-~~-I 2 3 4 5 

2 2 3 
C_ r. b. 

A_ 包・

三
十

23456  789  

A_ g. 

the time of population test 

2 

1 



- 78 林業試験場研究報告第 8Hラ

一一一←- A a.て回

一-一一一 B a.re 日

�. 5 6 '7 B 9 10 11 12 13 

Number 01 日、

Fig. 3 The curves of the average conslll11ption 

。f the poisonous bait. 

で、あるエゾヤチネズきの草野度数の侭 Fによる

poplllation tensity の経和より，生態学的な

真司旬、1犬 i~の地域に， Apodemus 属が問辺の

何'jfr;'fjí'iìより j，~入してきたと考えられる可能刊さ

がある、

A地区は鉄道線路と国道に挟まれた細長い

Jí日以て‘あり， B地区に比して，一時的には鼠

にとっては隔離された土地であるので， 1]可述

のように野原の侵入の程度はことなると思わ

れるりこれを究めるために， A地区， B地区

の各毒餌係当りの喫食量を求めて，両者を比較してみると Fig.3 のようである。

A地区は南北に細長いため，野鼠の位入にとって鉄道線路と国道は一時的に|埠墜となると思われるが，

11i北の辺脱の段位せるクマ f ザサの li古生地からの似入は白山とみなされるので，この辺J立の 2 列の毒餌鮮

の|奥食量は除かれて A地区の1奥食量の平均値がだされた。

この表よりみると A地区， B地区の1Jlf!食量のはじめの山はさほどだがないように見受けられるが，第 2

川めのl喫食長の山は相当の差があるのが見受けられる

以上より Warfarin の野鼠に対寸る効果は限られた地域を対象としてIlh、られたときはある期間内に」

とおり駅|徐が行われるようである しかし，広範[11lのカラマヤ iiI休地においては，従来の貨燐製剤， 1080, 

炭酸バリウム等の殺鼠剤のように造キ和也内を対象としてこれを使mしても，一時的には，その毒餌効果に

よって造林地内の野鼠を駅除で‘きても， つづいてJ.'tl辺より伝スしてくる野鼠に対してはり，ある期間を h

いてふたたび施与しなければならぬい Warfarin の現在の施与方法は奇餌円円の設;足場所を設け，鼠が食物

のある所に集まるとし、う習性を利用して，鼠族に奇問を|喫食せしめるので、あるが，常に消掃されているj立

林地のようなところでは元来鼠の population は比絞的に低L、ところであり，過去のカラマヅの鼠害状況

からみても，常にi~息4普段の高い沢地{ifより峯筋の方へと仰r.;J~tJi斜地!である ;;11木地に鼠害がおよんでいる

事実から 11) ， 沢;地帯のような適当な湿潤のあるエグヤチネズミにとって捷息に過している地時の popula

tio日の高いことから原因寸る poplllation preS311re による移動とみられる J したがって，このエヅヤチ

ネズミの腹息の好泊なる一年をjili じて popul司tioll の高い沢地引の poplllation を絶えずjJlè 、密度に抑制

してゆくことも積極的なる防除方法と思われる。この防|徐方法の線にi合える性質を Warfarin 11多分に

もってし、るっすなわち，本斉IJは従来の殺鼠剤 (BaC03，黄燐製剤， 1080 等)のように肱忌ずることなく，

治に毒餌の仮食を可能にし，生き残りの個体というものがないということである c したがって，毒餌の効

果による poplllation の不均衡より他から移動してきた新らしい個体も，前居住民と同様に毒鍔器設置場

所に集まり，毒餌を摂取する可能性がある c このために鼠の poplllation は絶えず抑制され鼠の移動を少

なくすることが可能である c

鼠は宇田川町によると食物の大きさにより運搬する習性があるが， 今回の試験のように， トウモロコ

シ粉のような粒状では持ち去って貯食することなく，常に食物のあるところに通うので，毒餌保設置場所

というものが駆除効果をあげるのに重要な因子となってくる c これには鼠の棲息地としての優占的な場所

とか，その場所の生活を許容する推定密度数とかにより，毒餌訴設定地というものの位置とか，面積当り
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の毒餌吉1-;:の放などが決定されねばならぬ。この種の実際的な摘与資料をうるために現在ーの府営林itI にお

いて試験r+r である

毒訴の五日斉Ijとなるべき穀類は， トウモロコシ，燕麦，裸燕麦，小麦等各種あるが， 犬自{ij ， 若園13) によ

るとーの隔地方では，落葉期にはL 、って山野に青J'j:[が少なくなってからは，ササの地下茶や袈を食べ，ま

たてれらを細〈 L て貯蔵した跡を観察しているが，このような食性の環境下にあっては，穀類の食物は野

鼠のl客好を十分iこ満足せしめることができると思われる J なお， Schein3) の議餌の調合のように，魚粉

等を繁9ì1I}切の引物性食物lを要求するときに混入することも一方法と思われるい落奨期にはL 、ると野外にお

ける食物条nが比較的思くなるので，毒餌に対する;廷が!性の問題は比較的小さいが，夏季における毒餌の

問題は秋季の吃れと・かなり相異が認められるので今後考えるべき点がでてくるように思われる。

要約

1) Warfari日の野鼠駆除試験を旭川 i営林局ーの橋営林署管内の 113 林班のシラカバーグマイザサ群落

のエヅヤ千乍ズミの一年を通じて，常に棲息筏度の高い沢地帯において行ったし

2) 'f1'i'r耳として i主トウモロコシ粉を基剤としたものが毒餌器に配置され，それらの喫食状{兄から駆除効

果をしらべた J

31 Warfari口はl何日殺された地域て、は，明らカ寸こrm~除の好結果を示すことがわかった。開放された地域

では，前民ー住鼠の駆除後に，外部より侵スする個体によって，あらたに Warfarin の喫食量が増加し，

新個体lこ対する rWI~告が引きつつぶいて行われることがわかった。

4) Warfarin の毒剤!としての性格力、ら，長期にわたって常に棲息密度の高L 、〔発生淑，移動源と思われ

る〉沢地借で， Warfarin 駆除を仔えば，カラマツよi!i林地への鼠の移動を防止できて，従来のような造林地

内の駆除と L 、う ì1'jI伝的な防除方法でなく，積{がi'léJな駅除方法ができそうである J

5) 二の方法の実施にあたっては，まず野鼠の楼，恩密度や毒餌量を決定する必要がある c これらの資料

をうるためic:.ln在もなおーの橋営林署においてこの試験が続行されている。

文献

]. )三奴州・野.&l とての防除

2 )樋n: 殺鼠剤 Warfarin のエゾヤチネズミに対する効果について， 林業試験場報合， 第 68 号，

(19541 

3) Schein , M. W.: Feild test of the efficiency of the rodenticide compound ~人 A. R. F. 42. 

Pub. Health Rep. 65: 368-372 , (1950) 

4) Favorite , F. G.: Rodent control by Warfarin 0ロ Okinawa. Medical Technicians Bl111etin. 

3: , 31 , 89-96. 

5) Gross , B. , B旦ker， I~. I-I. & Bonnet, D. D.: Use of Warfarin-treat巴d oats as a plague suppｭ

ressive measure in Hawaii. Pub. Health R巴p. 65: 1727-1733, (1951) 

6 . Crabtree, D. G.: Raticidal potentialities of W_ A. R. F. 42. Soap and S旦nit. Chem. 26: 

131-137 , (1950) 

7) 桑畑:棲息場所 ι移動に闘する試験，林業試験場北海道交場業務報告，特別報告，第 3 号 (1955)

8 � Chitty D. & Kempson D. A.: Prebaiting small mammals and a new design of live trap_ 

Ecology 30: 536-542 , (1949) 



- 80 ー 林業試1後場研究報告第 81 ろ

9) 木下，上日\，桑川11: ずjj日rrw\~除後のリ!fftlの i必入状態について，円本林学会北ií1ûil ，乞 ;'\11;流出集.第 2 号

n゚. 28 

10) 太田 野良の調査法，林業解.，兎シリーズ 70 ， (1954) 

11) 五|卜‘寸仕以L心， 閲 l口:j: J無庶f市号7河ヰの l曳立数与卒幹から児凡，た野 f鼠氏の{惚在JU

71. (1954) 

12) 字問川野鼠の駆除に関する研究「筑 4~恨〕殺鼠剤の大きさ，林業試験場報(1子，第 74 ~琴 (1954)

13) 犬飼，若凶:天塩国ーの橋治林地の野鼠W~C与と道内野鼠v五百の一般考察，北iíリJ立大学良学部邦文紀

決~:，筑 1 巻，合1; 2 号， 11日. 27 

Sukesaburo Hruucll r: On the Effects of Control by 

Rodenticide ‘可司Tarfarin" in Field. 

R駸mn� 

1. To evaluate “ 'Varfarin" as a raticide for the control of the Bedforcl's 
r巴d-backed vole (Clethrionomys rufocanus bedfordiae) , an animal harmful to 
the afforested stands of larch (Larix kaemρferi 3,\1:.(;.) in Hokkaiclo , a fielcl 
experiment with “ Warfarin" was undertaken in a flat , broad valley c1istrict , 
which is a favorable habitat for the Bedford's red-backed vole , and a fostering 
sourc巴 of reprocluction which expanc1s anc1 spreads into the surrounding 
afforested stanc1s. There is always a high roclent population in that area 
throughout the year. 

2. Warfarin poisonous bait was used with corn powder to form an 
admixture. The Warfarin-treatec1 corn powcler was placecl in each bait station, 
and the consumption was examined claily during the experiment periocl with a 
view to obtaining ground material by which to interprete the effectiveness of 
this program. This poisonin豆 phase of the test was carried on for 13 consecuｭ
tive days. 

3. Exp巴riment fielcls A and B were set up in the district mentioned above. 
Area A is isolated from neighboring grouncl by a railway and a roac1, but Area 
B is more or less an open stretch wh巴re the vol巴 and other rodents can migrate 
freely b巴cause of contact with the steep slope. (Fig. 1) 

4. As shown in the graphs (Fig. 2) , the curves of total consumption in 
t11巴 bait stations in both A and B areas reac11 the peak on the second or third 
day; thereafter rapicl falls in the Curves follow successively. These phenomena 
seem to be evidently the effects of Warfarin as shown in table 1., and they 
were proved by autopsies on weakened rodents which were caught alive in traps 
at the second population test , or in cases of bait sta1:ions depositecl in diverse 
plac田 Thereafter ， the consumption curves show a series of fluctuations with 
a gradual downwarc1 trencl. 

5. Figure 3 shows the average daily consumption at each bait station in 
both A and B areas. By the analysis in Fig.3 it seems that an isolatec1 area 
such as A c1iffers from an open area if considerec1 from the viewpoint of invaｭ
sion by inhabitants from a neighboring area , following elimination of the 
occupying inhabitants by this control methocl. 

6. Judging from the result of this experiment, if Warfarin be usecl as a 
rodenticide against the Bec1ford's rec1-baked vole in areas that seem to be condｭ
ucive to the rodents' reproducing anc1 spreac1ing into surrounding afforested 
stands, the inhabitants may always be controled. Accorc1ingly, spreac1ing into 
the surrounc1ing afforested stand resulting from population pressure will not 
take place. 

7. 1t is asserted that such a control methocl would be a positive one 
against the Bedford's red-backed vole in afforested stands of larch, in contrast 
to the usually negative methods aEsociatecl with the u:::e of other rodenticic1es. 


